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 （満 ２８ 歳） 

※ 

男 ・ 女 

参加した NICE ボランティア 分野 

国際 WC・週末 WC・説明会企画等 環境・農業・子ども・文化・地域活性 満足度 

場所  

（国・市町村まで記入） 

モンゴル・韓国・日本 

（小樽・札幌・最上・鹿児島・福岡・陸前高田・白神・岩手山） 

モンゴル 70％ 

韓国 100％・日本 90％

受け入れ団体  

モンゴル MCE・韓国 KNCU・日本 NICE ほか国内現地共催団体 
活動のやりがい度 

９０％ 

 
年齢 経歴 

18 歳 北海道大学農学部 入学 

20歳～21歳 NICE：モンゴル MCE・韓国 KNCU 参加 

21歳～22歳 どさんこ NICE（NICE 北海道チーム）として活動（説明会・国際 WC・週末 WC 企画運営等） 

22 歳 北海道大学農学部 卒業 ⇒ 某大手銀行 就職（札幌支店勤務） 

22歳～25歳 NICE：韓国 KNCU 再参加・国内週末 WC 多数参加（北海道・東北中心） 

25 歳 銀行：鹿児島支店へ転勤 

25歳～26歳 かごしま NICE（仮）立ち上げ、アースデイかごしまブース初出展、説明会・週末 WC 企画運営 

26 歳 銀行：福岡支店へ転勤 

27 歳 銀行退職 ⇒ 大分大学医学部入学・九州 NICE として活動 

28 歳 大学休学 ⇒ 日本縦断・世界一周の旅に出る（現在旅の途中） 

趣味・特技 登山、読書、農業、NICE、囲碁 

座右の銘 迷ったら GO！ 

参加までの旅行経験・ボランティア経験 

元々地元の子ども野外キャンプに、幼稚園～中学は子どもとして参加、高校からはキャンプリーダーとしてボ

ランティア参加してきました。そのため「キャンプ」「ボランティア」がごく自然にライフワークの中にあった

ので、海外に出るのに際して NICE を知り、初海外（モンゴル）から NICE の国際 WC に参加しました。 

こんなボランティアでした 

【モンゴル】植林・孤児院の子どもたちと遊び。地域と継続的に関われる WC の魅力を知る。 

【韓国】ユネスコのユースキャンプ。世界中から集まった次代を担うユースたち（100 名超！）との交流・ワ

ークショップ・フィールドスタディ。毎晩アツくアツく語り合う。世界中のアクティブな同世代と関わること

で、日本という小国の井の中の蛙だった自分を知る。 

【日本】農業・子ども・文化・地域活性など日本中の各種週末 WC に参加・企画運営。日本再発見の旅。 

休学して時間ができた今年は国内の国際 WC にも参加（陸前高田・白神・岩手山）。 



 

志望動機 

初めての海外で、普通の旅行はしたくなくて、でも一人旅で観光以上の何が得られるだろうと考えていたとき、

NICE の国際 WC と出会いました。ただ、当時は参加した国際 WC そのものに強いモチベーションを持っていたわけ

ではなく、「普通の観光以上の旅をする手段として、旅の一部に NICE の国際 WC を組み込んだ」というのが正直

なトコロです。 
 

行くまでに心配だったこと（どう乗り越えたか） 

言葉（現地語＆英語）。行ってしまえば、ジェスチャーなりで何とかなりました。そしてほとんど話せない状態

で行ってしまったからこそ、それから英語学習への意欲が高まり、現在のレベルまで高めるコトができたと思い

ます。 
 

家族・友人・学校・職場の反応（私はこうやって説得した！） 

危なくない？ ⇒ 途上国に一人旅に行くよりも、現地 NGO の管理下で移動・作業するので安全。 

ワーク終了後も現地キャンパー同行のもと観光できる。 

（お金はバイトで貯めていたので資金面での説得はなし） 

ワークキャンプとその後の人生（進路決定、参加経験が役立っていること等） 

WC 参加前は、大学の専門でもあり、初参加したモンゴル WC の分野でもあった「環境」をテーマに仕事をしたい

と思っていましたが、モンゴル・韓国の WC に参加するなかで、「もっと広く世の中を知りたい」「自分自身が世

界で戦えるだけのビジネススキルを身につけた上で、改めてやりたい分野を見定めてやっていきたい」と思うよ

うになり、理系の就活はせず文系就職をしました（⇒銀行に就職）。 

国際 WC 等で海外に出たからこそ、改めて日本を知りたくなって、就職後は国内の週末 WC に参加しながら日本中

の地域を回り、日本の良さ・田舎の素晴らしさを再発見してきました。また、北大時代からのどさんこ NICE や

かごしま NICE での活動は、組織運営やプレゼン、外部組織との交渉（共催団体探しや予算獲得）の良い練習に

なりました。 

現在の進路（5 年間の銀行勤務ののち医学部へ入学）に WC は直接は関係ありませんが、WC 繋がりで出会った世

界中のアクティブなユ 磋ースたちと刺激し合い、切 琢磨し合ったおかげで、「自分もぐずぐずしてる場合じゃな

いぞ」と自分の中の本気スイッチが入って、今の道を歩んでいる自分がいると思っています。 

成長ダイアグラム ※ これから参加を考えている人へ、熱いメッセージを♪ 

 １）実務的

な知識・ス

４）進路・目標 

５）社会への考

えや価値観 

２）人・社会と

やっていく力
６）その後の人

生に活きた人脈 

３）自分でやっ

ていける力

1 
2

3
4 

5 

 

NICE で、WC で、人生が 180°変わるなんてコトは言え

ないけど、そこで見聞きしたことや、一緒に汗を流し

たキャンパーや、現地の温かい人たちから、何か少し

でも感じるコトがあって、自分の考え方が、生き方が、

ほんの 1°でも 2°でも変わるコトは十二分に有り得

ます。そしてそのほんの少しの自分の中の変化が、つ

まりは自分自身の成長で、私たちが世界を変える一歩

なのだと思います。 

ともあれ、どの WC も濃くて面白いのは間違いないで

す！迷ったらとりあえず参加してみましょ♪ 

※成長ダイアグラム（５＝とても得るものがあった・良くなった。４＝まあまあ得るものがあった・良くなった。３＝前と変わらなかった。影響なし。２＝前よりもや

や劣るようになった・悪くなった。１＝前よりもずっと劣るようになった・悪くなった。） 


